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MODE-MODE COUPLING 理 論











Scaling理論 (以下Dsと略記 )であるo DSは相関距離を与えるk. 時間的特性
乙
を与えるflkという2つの量を用いて (Sk(t),Sk*)-KyF(flkt,k/E),
Ilk- ぷOG(k/K)の2式を満す Scaling Function F･G及び指数 βが存在する
という仮説である｡ Dsは極めて簡単な仮定から ① 特定の系の性質にとらわれない一
∫.
般的枠組の中で臨界異常をとらえ得る｡ ④ 実験事実とよく符号する｡ という利点から
広く普及 した｡βのみを定める実験は枚挙にいとまもないが,F,G,β を同時に見事










Down"を示すモー ドがあらわれモー ド間に結合が生ずる可能性があるQ 唯単にモー ド
間の結合を取入れるとい うのではなく,肝心な点は,effectiveに結合 しているモー
ドのみを意識的に取り出して少数個の変数の方程式系を構成する事にある｡現実問題と
しては,SD を示すモー ドをひろいつくす事は大変であるO 要約すると, M-M理論は
㊨ SD を示すモー ドを巧みに選び出す｡これにより少数個のモードのみからなるSub-
spaceをうまく構成する｡ ㊥ 療送孫数の異常性 をすべて静的な量の異常性に還元 し,
Static Scaling仮説を援用する｡ ③ モー ド結合がなかった時にくらべて輸送係数












のMoriの NonlinealrDyムamicsであるO これ らの研究の最大の困静 ま, ① ミク
ロな方程式系から,SDモー ドの空間-の射影演算を現実間頑 としてうまく行い うるか.









o K.Kawasaki;固体物理 vo17.NA4 p183(1972)
′ ;Ann･Phys･ 611(1970t)
aKadanoff-Swift;Phys.Rev. 166,89(1968)
a M.Fixman;J.Chem.Phys. 呈色310(1962)
-243-
